
【取り組む際に生じた課題】
• 輸出先の食品輸入基準・規制問題。
• 輸出先の嗜好、飲食習慣等に生じた味、色、形等の適応問題。
• 市場の変化が早い、類似商品への対応。

【ウェブサイト】https://www.daiwashokuhin.co.jp/

【対応の結果】
• 輸出認定施設の認定がスムーズに進み、輸出拡大の可能性が見込まれる。
• 少しずつ海外でも自社商品が認知されるようになった。

現地展示会での出展

加工食品の輸出認定施設整備及び申請（台湾、シンガポール）
現地での商談会、展示会の積極的に参加

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和３年度 6,023 11

通年令和２年度 2,249 6
令和元年度 1,441 3

牛肉製品 ローストビーフ

【主な品目】

香港

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 輸出先における異なる風習や嗜好に合わせるため、新商品の開発が必要。
• 今後の展望は自社ブランドを現地で順次展開すること。

【生じた課題への対応】
• 輸出をするために、一から工場を建て替え、最新の国際衛生管理基準
FSSC22000を取得し、輸入側の求める国際基準をクリアした。

• 現地と打ち合わせを重ね、現地の情報を収集し、内容量、荷姿等を現地向けに
調整。

• 現地で商標を登録して、ブランド、銘柄で類似品と区別化する。

【連絡先】 担当者名：テイサクアキラ、ＴＥＬ：0663463776 

【活用した支援・施策】 6次産業化市場規模拡大対策整備交付金

（平成30年度より輸出開始）

大阪府 大和食品（株）
『加工食品を香港、そして台湾、シンガポールへ』

加工食品


